
 広報川越№1440・2019.6.10 2

　
　
市
で
は
、
昨
年
12

月
に
「
川
越
市
水
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
全
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
区
域
や
水
害
時
の
危
険
箇
所

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
自
宅
周
辺
の
浸
水
箇
所
や
避

難
経
路
、
指
定
避
難
所
の
場
所
を
、
家
族

で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
防
災
危
機
管
理

室（
本
庁
舎
４
階
）、
河
川
課（
小
仙
波
庁

舎
２
階
）、
事
業
計
画
課（
上
下
水
道
局
２

階
）
お
よ
び
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
小

江
戸
川
越
マ
ッ
プ
」
で
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

河
川
課
L
2
2
4
‐
6
0
4
1
O
2
2
4

‐
8
8
0
4
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
3

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
避
難
勧
告

等
の
重
要
な
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

日
ご
ろ
の
備
え

ま
す
。
受
信
に
は
「
川
越
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
登
録
が
必

要
で
す
。
下
の
2

次
元
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
、
そ
の
後
届
く
メ
ー
ル
に
従
っ
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

＊
登
録
料
・
情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
メ
ー
ル
の
受
信

等
に
掛
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
災
害
時
に
家
族
の
安

否
等
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
、
安
否
確
認
の
方

法
や
集
合
場
所
な
ど
を

日
ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
安
否
確
認
の
方
法

　
災
害
時
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
が
混
み
合

い
、
つ
な
が
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

L
1
7
1
（
無

料
）
や
災
害
伝
言
板
の
使
用
な
ど
、
安
否

確
認
の
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
集
合
場
所
の
確
認

　
災
害
時
に
集
ま
る
場
所（
避
難
所
等
）

と
、
そ
こ
ま
で
の
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
道
路
冠
水
に
よ
る
家
屋
等
へ
の
浸
水
被

害
を
警
戒
、
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
使
え
る
土

川
越
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
へ
の
登
録

家
族
で
の
話
し
合
い

風
水
害
へ
の
備
え

風
水
害
へ
の
備
え
　台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
災
害
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
風
水
害
へ
の
知
識
を
身

に
付
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
災
危
機
管
理
室

L
2
2
4
‐
5
5
5
4

O
2
2
5
‐
2
8
9
5

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
認

設
置
場
所

所
在
地

仙
波
河
岸
史
跡
公
園

駐
車
場

仙
波
町
四
丁
目
21
‐
2

高
階
市
民
セ
ン
タ
ー

北
側
道
路
沿
い

藤
間
27
‐
1

市
道
5
3
7
3
号
線

歩
道

寺
尾
7
4
1
‐
3

寺
尾
関
端
公
園

寺
尾
5
8
9
‐
2

川
越
シ
ャ
ト
ル
寺
尾

折
り
返
し
場

寺
尾
1
1
7
1
‐
2

市
道
5
4
8
4
号
線

道
路
沿
い

寺
尾
1
1
7
6
‐
3

向
イ
雨
水
ポ
ン
プ
場

入
り
口

寺
尾
1
0
4
6
‐
1

福
原
市
民
セ
ン
タ
ー

入
り
口
付
近

今
福
4
8
1
‐
1

今
福
原
自
治
会
館

今
福
1
2
8
6
‐
6

住宅の基礎上げ等に融資します

　降雨などで浸水する恐れのある住宅を改良しようとす

る方に、市が銀行を通じて必要な資金を融資する、川越

市浸水低地住宅改良資金融資制度を設けています。申請

方法等、詳しくは防災危機管理室にお尋ねください。

対 象…市内在住で、低地にある住宅の土盛り・基礎上げ

工事などを実施する方

利率…年2.06％

融資限度額…400万円

融 資期間…15年以内

の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
簡
易
土
の
う
置
き

場
）
を
左
上
の
表
の
場
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
土
の
う
は
1

袋
15
㎏
程
度
で
、
各

場
所
に
約
70

袋
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
、
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
多
く
の
土
の
う
を
必
要
と
す
る

場
合
は
、
道
路
環
境
整
備
課
L
2
2
4
‐

6
0
2
9
O
2
2
2
‐
6
0
1
7
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
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屋内安全確保

● 屋内で可能な限り安

全な場所にとどまる

● 屋内の2階以上の安

全を確保できる高さ

に移動する

浸水後、即座に行動

浸水！浸水！

＊浸水している場合は、下水道のマンホー

ルや側溝等への転落の恐れがあり危険で

す。やむを得ず避難する際は、棒などで地

面を探りながら歩きましょう。

●
気
象
情
報
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
）
や
行

政
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

行 
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
方
法
…
防
災
行
政

無
線
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
災
害

情
報
ブ
ロ
グ

●
近
所
に
住
む
高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る

方
に
声
を
掛
け
、
情
報
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
増
水
し
た
河
川
等
、
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　国
は
、
平
成
30

年
7

月
豪
雨
を
教
訓
と

し
て
、
災
害
発
生
の
恐
れ
の
高
ま
り
に
応

じ
て
、
住
民
等
が
と
る
べ
き
行
動
を
5

段

風
水
害
が
発
生
し
た
ら

警
戒
レ
ベ
ル
に
よ
る

避
難
情
報
の
発
令

階
に
区
分
し
ま
し
た
。
5

段
階
の
警
戒
レ

ベ
ル
を
設
け
る
こ
と
で
、
住
民
に
行
動
を

促
す
情
報
（
避
難
情
報
等
）
と
そ
の
情
報
に

対
し
住
民
が
と
る
べ
き
行
動
を
明
確
に

し
、
情
報
の
意
味
を
直
感
的
に
理
解
し
や

す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
と
併
せ
て
避
難

情
報
を
発
令
し
ま
す
。
「
警
戒
レ
ベ
ル
3

」

で
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
、
「
警

戒
レ
ベ
ル
4

」
で
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま

す
。
緊
急
的
に
、
ま
た
は
重
ね
て
避
難
を

促
す
場
合
な
ど
に
は
、
避
難
指
示
（
緊
急
）

を
発
令
し
ま
す
。
「
警
戒
レ
ベ
ル
4

」
の

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
市
が
災
害
の
発
生
を
把
握
し
た

場
合
は
、
「
警
戒
レ
ベ
ル
5

」
と
し
て
災

害
発
生
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

立ち退き避難

● 避難所へ移動する

● 親戚や友人宅など安

全な場所に避難する

● 近隣の丈夫で高い建

物等に移動する

浸水前、早めの行動

　避
難
行
動
に
は
、
今
居
る
場
所
よ
り
も

安
全
な
場
所
に
移
動
す
る
「
立
ち
退
き
避

難
」
と
、
今
居
る
建
物
内
で
安
全
な
場
所

に
向
か
う
「
屋
内
安
全
確
保
」
の
2

種
類

が
あ
り
ま
す
。

　風
水
害
で
の
避
難
行
動
で
は
、
避
難
所

等
に
移
動
す
る
「
立
ち
退
き
避
難
」
が
推

奨
さ
れ
ま
す
が
、
浸
水
後
は
無
理
に
屋
外

へ
移
動
し
な
い
で
「
屋
内
安
全
確
保
」
を

行
う
方
が
良
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
浸
水
前
で
も
夜
間
や
早
朝
、
悪

天
候
時
な
ど
「
立
ち
退
き
避
難
」
を
行
う

こ
と
が
危
険
な
と
き
は
、
「
屋
内
安
全
確

保
」
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

避
難
行
動
に
つ
い
て

浸
水
住
宅
等
排
水
処
理
費
の
補
助
に
つ
い
て
　

　
床
上
ま
た
は
床
下
浸
水
し
た
住
宅
等
で
、
基
礎
部
等
に
た
ま
っ
た
水
の
排
水
作
業
を
業

者
に
依
頼
し
た
場
合
、
掛
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補 

助
額
…
排
水
作
業
に
掛
か
っ
た
費
用
の
2
分
の
1
（
上
限
3
万
円
）

申 

し
込
み
…
防
災
危
機
管
理
室
（
本
庁
舎
4
階
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
排
水
処
理
に
要
し
た
費
用
が
確
認
で
き
る
書
類
（
領
収
書
等
）

と
基
礎
部
の
構
造
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
同
室
（
郵
送
の

場
合
は
〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越
市
役
所
防
災
危
機
管
理
室
）

警
戒
レ
ベ
ル

住
民
が
と
る
べ
き
行
動

住
民
に
行
動
を
促
す
情
報
（
避
難
情
報
等
）

警
戒
レ
ベ
ル
１

災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
る

警
報
級
の
可
能
性
（
早
期
注
意
情
報
）

警
戒
レ
ベ
ル
２

避
難
行
動
の
確
認

洪
水
注
意
報
、
大
雨
注
意
報

警
戒
レ
ベ
ル
３

高
齢
の
方
等
は
避
難

他
の
住
民
は
避
難
準
備

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

警
戒
レ
ベ
ル
４

避
難

避
難
勧
告

＊
避
難
指
示
（
緊
急
）

警
戒
レ
ベ
ル
５

命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動

災
害
発
生
情
報
（
災
害
発
生
を
把
握
し
た
場

合
）

＊
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
（
緊
急
）
に
つ
い
て
は
、
必
ず
発
令
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
緊

急
的
に
、
ま
た
は
重
ね
て
避
難
を
促
す
場
合
な
ど
に
発
令
さ
れ
ま
す
。



 広報川越№1440・2019.6.10 4

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

金
婚
祝
い
記
念
品
を
贈
り
ま
す

高
齢
者
い
き
が
い
課

L
2
2
4
︲
5
8
0
9

O
2
2
9
︲
4
3
8
2

　
今
年
、
金

婚
（
結

婚

50

周
年
）
を
迎

え
る
夫
婦
を

祝
い
、
9

月

に
祝
い
状
と

記
念
品
（
若
狭
塗
箸
）
を
贈
り
ま
す
。

対 

象
…
昭
和
44

年
中
に
結
婚
し
、
9

月
１

日
時
点
で
市
内
在
住
の
夫
婦

申 

し
込
み
…
同
課
（
本
庁
舎
3

階
）
・
市
民

セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所
で
配
布
す
る
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
6

月

28

日
㈮
ま
で
に
直
接
配
布
場
所

吸す
い

込こ
み

下
水
槽
に
補
助

資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4

　
市
で
は
、
下
水
道
未
整
備
地
域
に
住
ん

で
い
る
方
が
、
生
活
雑
排
水
の
吸
込
下
水

槽
の
掘
り
替
え
・
改
造
・
清
掃
を
し
た
と

き
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対 

象
…
直
径
60
㎝
以
上
、
深
さ
3
ｍ
以
上

の
吸
込
下
水
槽

申 

請
期
間
…
掘
り
替
え
・
改
造
＝
工
事
完

了
前
▼
清
掃
＝
清
掃
完
了
日
か
ら
2

か

月
以
内
（
年
度
内
3

回
ま
で
）

申 

請
方
法
…
同
課
（
つ
ば
さ
館
1

階
）
・
市

民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
直
接
配
布
場
所

＊
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
申
請
に
は
、
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が

分
か
る
物
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

補 

助
額
（
1
回
に
つ
き
）
…
掘
り
替
え
＝

2

万
2
0
0
0
円

ま

で

▼

改

造

＝

1

万
1
0
0
0
円

ま

で

▼

清

掃

＝

4
6
0
0
円
ま
で

＊
吸
込
下
水
槽
は
浄
化
槽
と
は
異
な
り

ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
５
月
10

日
発
行
の
広
報
川
越

№
1
4
3
8
・
4

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
環
境
対
策
課

L
2
2
4
︲

5
8
9
4
O
2
2
5
︲
9
8
0
0
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

防
災
危
機
管
理
室

L
2
2
4
︲
5
5
5
4

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

　
消
防
庁
と
気
象
庁
が
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
を
使
っ
た
緊

急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を
実
施
し
ま

す
。

　
当
日
、
市

内
全
て
の
防

災
行
政
無
線

屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
訓

練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　
放
送
を
確
認
し
た
ら
、
皆
さ
ん
も
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
身
を
守
る
訓
練

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
時
… 

6

月
18

日
㈫
午
前
10

時

放  

送
内
容

　 

防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

　
「
こ
ち
ら
は
防
災
川
越
で
す
。
た
だ
今

　
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
」

　
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム

　
「
緊
急
地
震
速
報
。
大お

お

地じ

震し
ん

で
す
。
大

　
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
」
×

　
3

回

　
「
こ
ち
ら
は
防
災
川
越
で
す
。
こ
れ
で

　
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」

　
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の

縦
覧
・
説
明
会

環
境
政
策
課

L
2
2
4
︲
5
8
6
6

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
日
高
市
で
は
、
「
川
越
都
市
計
画
事
業

（
仮
称
）
日
高
市
旭
ケ
丘
松
の
台
土
地
区
画

整
理
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
調
査
計

画
書
」
の
縦
覧
お
よ
び
説
明
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
日
高
市
全
体
の
将
来
土

地
利
用
方
針
に
基
づ
い
た
土
地
の
有
効
活

用
を
進
め
る
た
め
、
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
３
　
圏
内
と
い
う
立
地
条
件
を
生

か
し
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
土
地
利
用

の
早
期
実
現
を
図
り
、
市
街
地
基
盤
の
整

備
と
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
縦
覧

縦 

覧
期
間
…
6

月
25

日
㈫
～
7

月
25

日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
、
午
前

8

時
30

分
～
午
後
5

時

縦 

覧
場
所
…
環
境
政
策
課（
本
庁
舎
5
階
）・

県
環
境
政
策
課
な
ど

■
説
明
会
（
当
日
直
接
会
場
）

日
時
…
7

月
8

日
㈪
午
後
7

時
～

会
場
…
霞
ケ
関
西
公
民
館

■
意
見
書
の
提
出

　
計
画
書
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

提 

出
方
法
…
縦
覧
場
所
で
配
布
す
る
意
見

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
8

月
8

日

㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
日

高
市
都
市
計
画
課
（
郵
送
の
場
合
は
〒

3
5
0
︲
1
2
9
2
日
高
市
南
平
沢

1
0
2
0
・
日
高
市
都
市
計
画
課
）

＊
意
見
書
の
用
紙
は
、
日
高
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

㎞

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

納
期
限
は
、
7
月
1
日
㈪

市
・
県
民
税
（
第
1

期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

O
2
2
6
︲
2
5
3
8

若狭塗箸若狭塗箸
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東京2020大会
川越でゴルフ!!

東
とう

京
きょう

2020　みんなで盛
も

り上
あ

げよう！

世
せ か い

界の国
くに

からこんにちは！

前
ぜん

キャンプの協
きょう

定
てい

を結
むす

びました。私
わたし

もかつては空
から

手
て

のタイ代
だい

表
ひょう

ということもあり、今
こん

回
かい

の事
じ

前
ぜん

キャ

ンプが決
き

まるまで、市
し

とタイ空
から

手
て

連
れん

盟
めい

、両
りょう

者
しゃ

の間
あいだ

を取
と

り持
も

つなどのお手
て

伝
つだ

いをしました。今
こん

後
ご

、市
し

とタイ王
おう

国
こく

がさらに親
しん

密
みつ

になると、とてもうれし

いです。

　市
し

内
ない

にはピコアや川
かわ

越
ごえ

運
うん

動
どう

公
こう

園
えん

など、スポーツ

ができる環
かん

境
きょう

が整
ととの

っていて、健
けん

康
こう

的
てき

に楽
たの

しく暮
く

ら

せるまちだと感
かん

じています。タイの選
せん

手
しゅ

が川
かわ

越
ごえ

に

来
き

た際
さい

には、スポーツを通
とお

して皆
みな

さんと交
こう

流
りゅう

して

もらいたいと考
かんが

えています。

　市
し

内
ない

に20年
ねん

以
い

上
じょう

暮
く

らしていて、10年
ねん

ほど前
まえ

に

埼
さい

玉
たま

県
けん

在
ざい

住
じゅう

タイ人
じん

クラブを発
ほっ

足
そく

しました。タイの

人
ひと

々
びと

は温
おん

厚
こう

でポジティブな人
ひと

が多
おお

く、クラブでも

タイ語
ご

教
きょう

室
しつ

やタイ料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

など、楽
たの

しい活
かつ

動
どう

を

にぎやかに実
じっ

施
し

しています。また、タイの人
ひと

々
びと

は

伝
でん

統
とう

や信
しん

仰
こう

を大
だい

事
じ

にしていて、クラブでは毎
まい

年
とし

、

タイを代
だい

表
ひょう

するお祭
まつ

りでもある「水
みず

かけ祭
まつ

り」を

市
し

内
ない

で開
かい

催
さい

しています。

　東
とう

京
きょう

2020大
たい

会
かい

では、市
し

がタイの空
から

手
て

連
れん

盟
めい

と事
じ

タイ語
ご

であいさつしよう！

おはよう

こんにちは

（サワディー）

（コープクン）

　東
とう

京
きょう

2020大
たい

会
かい

に向けて、川
かわ

越
ごえ

に縁
ゆかり

のある外
がい

国
こく

の方
かた

にインタビューをしました。

　「世
せ

界
かい

の国
くに

からこんにちは！」と題
だい

して、さまざまな国
くに

の文
ぶん

化
か

やあいさつを定
てい

期
き

的
てき

に紹
しょう

介
かい

してい

ます。

第
だい

２回
か い

　タイ編
へ ん

ミライトワ

タイ王国出身
ラタナスックシー・
スパタラーさん

＊より丁
てい

寧
ねい

な言
い

い方
かた

をする場
ば

合
あい

は、男
だん

性
せい

は「　　　（クラ

ップ）」、女
じょ

性
せい

は「　　（カー）」を文
ぶん

末
まつ

に付
つ

けます。

　国の文化審議会は、5月17日に「旧山崎家別邸」

を国の重要文化財に指定するよう、文部科学大臣に

答申しました。後日行われる官報告示を経て、国の

重要文化財に指定されます。

　旧山崎家別邸は、老舗菓子屋「亀屋」の5代目・

山
やま

崎
ざき

嘉
か

七
しち

の隠居所として、建築家の保
やす

岡
おか

勝
かつ

也
や

の設計

により、大正14年（1925）に建てられました。

　山崎家は、天
てん

明
めい

３年 (1783) 創業と伝わる菓子屋

「亀屋」を営み、旧山崎家別邸を建設した嘉七は、

川越商業会議所常役員、第八十五銀行副頭取などを

務め、市の経済界をけん引しました。

　保岡勝也は、東京帝国大学で辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

の下で建

築を学び、明治33年（1900）三菱合資会社に入社。

丸の内オフィス街の三菱第十四号館の建設では、い

ち早く鉄筋コンクリートを導入するなど、建築界最

先端の建築家でした。その後、独立し、設計事務所

を開設すると、商店建築や銀行建築をはじめ、中小

の個人住宅を設計し、住宅作家のパイオニアと呼ば

れるようになりました。

　旧山崎家別邸の

主
しゅ

屋
おく

は、2階建て

の洋館と蔵、平屋

の和館で構成され

ています。和洋の

接客室を中心とし

た都市近郊の別邸

建築です。各部屋の配置や動線が効率的に計画され

ていて、外観は意匠を巧みに取り合わせ、和洋の調

和を図っています。多様な接客室は、機能的な動線

で結ばれ、採光と通気などの住環境にも配慮して設

計されています。

　大正期における中小住宅の普及発展に先駆的かつ

実践的に取り組み、数寄屋建築にも精通した建築家・

保岡勝也が目指した和洋の生活様式の統合を体現す

る建物は、住宅の近代化の過程を示し、高い歴史的

価値を有していると評価されました。

　旧山崎家別邸が指定されると、市内の国の重要文

化財は13件、そのうち建造物は５件となります。

「旧山崎家別邸」が国の重要文化財に

オリンピック大
たい

会
かい

室
しつ

L224－6315O224－8712

文化財保護課L224－6097O224－5086

洋館1階の客室

かわ ごえ  し

おう こく
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男女共同参画週間 男女共同参画課L224－5723O224－6705

市長メッセージ

　毎年6月23日から29日までの1週間は、国が主唱する「男女共同参画週間」です。本年度は「学び」

を通じて、男性も女性も、一人ひとりが多様なライフキャリアの形成と選択ができる社会の実現に向

けたキャッチフレーズとして、「男女共同参『学』」並
なら

びに「知る　学ぶ　考える　私の人生　私がつく

る」と決定されました。

　本年は、平成11年に「男女共同参画社会基本法」が制定されて20年という一つの区切りを迎えます。

市民の皆様には、この「男女共同参画週間」を機に、ライフステージに応じた学びの機会の充実をは

じめ、あらゆる分野での男女共同参画について、改めて考えていただければ幸いです。

　本市では、「第五次川越市男女共同参画基本計画」の将来像である「一人ひとりが生き生きと暮らせ

る社会の実現」に向けた各種施策に取り組んでいます。男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家

庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するためには、市の取り組み

はもとより、市民や事業者の皆様一人ひとりの取り組みが不可欠です。皆様方には、今後もなお一層

のご理解とご協力をお願いいたします。

令和元年6月　　   川越市長　川合 善明

　男女共同参画について楽しく考えるイベントを開催します。チラシは、同課（本庁舎３階）・市民センター・

南連絡所・公民館・ウェスタ川越で配布しています。申し込みは、6月13日㈭午前9時から電話で同課。

男女共同参画市民フォーラム

日時…6月29日㈯午前10時～午後4時　会場…ウェスタ川越　男女共同参画推進施設

　国では、毎年6月23日から29日までを「男女共同参画週間」と定め

ています。

　市では、市長メッセージや男女共同参画市民フォーラムを通じて、

男女共同参画の推進に取り組んでいます。

■セミナー「教えて！　松尾先生　～～ひとこと言

いたい、身近な男女共同参画～～」

　身の回りのことから、男女共同参画について一緒

に考えましょう。

講師…女子栄養大学特任教授・松
まつ

尾
お

鉄
てつ

城
き

さん　

時 間…午後2時～4時　

定員…先着70人

■カラーセラピー

　個人の魅力を引き出す「色」について考えます。

講師…H
ヒ ナ ノ

inano 代表・百
もも

瀬
せ

裕
ゆう

子
こ

さん　

時間…午前10時～正午　

定員…先着42人

■ベビーマッサージ

　親子のためのベビースキンシップ教室。

講師…ぴよぴよタイム主宰・田
た

村
むら

加
か

奈
な

さん　

時間…午前10時～正午

対象…1歳までの子と親　

定員…先着10組

■ハーバリウム体験講座

　話題のハーバリウムを生活に取り入れてみましょう。

講師…日本ハーバリウム協会認定講師・三
み

好
よし

美
み

夏
か

さん

時間…午後2時～4時　

定員…先着30人　

経費…500円

■姿勢☆骨盤体操

　良い姿勢を身に付け、体の悩みを改善します。

講師…オクムラ整体研究所・奥
おく

村
むら

照
てる

明
あき

さん　

時間…午後2時～4時　

定員…先着15人　　

■その他（申し込み不要）

　「“わたし”の防災対策」をテーマとした男女共同

参画のパネルを展示します。


